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はしがき

　平成 25 年 9 月 30 日に公布された「エネルギーの使用の合理化に関する建築主等及び特定建

築物の所有者の判断の基準」（平成 25 年経済産業省・国土交通省告示第 1 号 平成 25 年経済産業

省・国土交通省告示第 7 号一部改正。）では、「外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する基

準」と「一次エネルギー消費量に関する基準」が規定されており、これらの基準に適合するかを

確認することが求められている。「一次エネルギー消費量に関する基準」については、独立行政

法人建築研究所のホームページで公開されている「一次エネルギー消費量算定用 WEB プログラ

ム」等を利用して基準適否の判断を行うことになるが、一次エネルギー消費量を算定するために

は、原則として全ての室及び設備の仕様に関する情報を収集してプログラムに入力する必要があ

る。この入力に要する労力の削減を目的として、主要な室及び設備の仕様のみを入力し、その他

は予め規定されたデフォルト仕様で計算をする方法（主要室入力法）を新たに開発した。主要室

入力法を用いれば、小部屋などの主要ではない室にある設備については入力を省略することがで

き、短時間で一次エネルギー消費量を算定することが可能になる。本資料は、主要室入力法の背

景及び目的、主要室入力法を適用する際のルール、主要室入力法と通常の入力法との一次エネル

ギー消費量算定結果の比較結果等について解説をするものである。

　プログラムの開発に当たっては、国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研

究所と一般社団法人日本サステナブル建築協会による調査活動との連携による成果、及び独立行

政法人建築研究所と国土交通省建築基準整備促進事業の事業主体との共同研究の成果が活かされ

ているほか、様々な機会を通じて得られた多くの学識経験者、民間技術者の方々からの貴重な意

見が反映されたものとなっている。ここに記して深甚なる謝意を表したい。

平成 25 年 11 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省国土技術政策総合研究所 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副所長　　金井昭典 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人建築研究所 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　坂本雄三

　なお、国土交通省国土技術政策総合研究所と独立行政法人建築研究所は、本資料を参考にして

計算したプログラムの結果に関し、何らの保証責任及び賠償責任を負うものではない。
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1.1．主要室入力法の目的

　平成 25 年 1 月及び 9 月に改正された省エネルギー基準（以下「平成 25 年基準」という。）

では、一次エネルギー消費量に関する基準が新たに設けられ、告示の規定に基づいて算出した

「設計一次エネルギー消費量」が「基準一次エネルギー消費量」以下になることを確認しなけれ

ばならない。告示の規定に厳格に準拠すると、非住宅建築物については、全ての室及び設備に

ついてその一次エネルギー消費量を算出することが求められるが、例えば、建物の主たる用途

ではない面積の小さい室については、この室にある設備のエネルギー消費量が建物全体のエネ

ルギー消費量に占める割合は非常に小さいため、一次エネルギー消費量の算出結果には殆ど影

響を与えない。本書で解説する「主要室入力法」は、このようなエネルギー消費量が小さいと

予想される室及び設備に関する計算を省力化することで、一次エネルギー消費量の評価及びそ

の審査に要する労力を軽減することを目的として開発された。

　独立行政法人建築研究所では、告示の規定に準拠した一次エネルギー消費量の算定方法の 1

つとして、「一次エネルギー消費量算定用 WEB プログラム」を公開しており（http：//www.

kenken.go.jp/becc/ index.html）、本書では、このプログラムの実行に必要となる「設備仕

様入力シート」を「主要室入力法」により作成する方法を解説する。なお、「主要室入力法」と

区別するために、告示に基づいた通常の入力法を「標準入力法」と呼ぶことにする。

1.2．主要室入力法による評価方法

（1）．主要室入力法の概要

　主要室入力法では、計算対象室を「主要室」と「非主要室」に分け、「主要室」については標

準入力法と同じ方法で室や設備の仕様をすべて入力し、「非主要室」についてはその室の床面積

のみを入力する。つまり「非主要室」については外皮や設備の仕様を入力する必要はない。各

室を「非主要室」として良いかどうかは「主要室選定条件」に則って判断することになる。なお、

各室を「主要室」とするか「非主要室」とするかは、設備毎に判断することができ、同じ室に

ついて、例えば空気調和設備では「主要室」、照明設備では「非主要室」とすることも可能である。

主要室入力法が適用できるのは空気調和設備、機械換気設備、照明設備、給湯設備であり、昇

降機及びエネルギー利用効率化設備については室単位ではなく建物単位で評価を行うため、主

要室入力法は適用できない。

　「非主要室」については、各設備の基準一次エネルギー消費量を算出した際の設備仕様（以下

「基準設定仕様」とする。）よりもやや性能が劣る設備（以下「非主要室想定設備」という。）が

導入されるとして、プログラム内部で自動的に設計一次エネルギー消費量が算出される。従って、

「非主要室」については基準一次エネルギー消費量よりも設計一次エネルギー消費量の方が必ず

大きくなるので、主要室入力法で標準入力法と同じ結果を得るためには、標準入力法による場

合よりも「主要室」に設置される設備の性能をあげなければいけない。

1．主要室入力法による設備仕様入力シート作成方法
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（2）．主要室入力法による評価の流れ

　主要室入力法による評価は次の手順で行う。作業の流れを図 1.2-1 に示す。

1）「主要室選定条件」に基づき、各設備の計算対象となる室を「主要室」と「非主要室」に分ける。

　・主要室選定条件については次節で詳細に説明するが、「a）室用途の条件」、「b）床面積の

条件」、「c）設備系統の条件」の 3 つの条件があり、いずれかの条件に当てはまる室は「主

要室」としなければならない。

　・各設備の計算対象室について、「主要室」の合計床面積は、標準入力法による場合の計算対

象室の合計床面積の 50% 以上であることが求められる。つまり、各設備について、本来

の計算対象床面積の少なくとも半分以上は、導入される設備の仕様を詳細に入力して一次

エネルギー消費量を算出しなければいけない。「主要室」の合計床面積がこの条件を満たさ

ない場合は、当該条件が満たされるまで、「主要室選定条件」に合致しない室についても「主

要室」としなければならない。ただし、厳密に 50% 以上かどうかを確認する必要はなく、

図面等でおおよそ過半の室が「主要室」として計算されていることが確認できれば問題は

ないものとする。

2）一次エネルギー消費量算定用 WEB プログラムの「設備仕様入力シート」を作成する。

　・「主要室」については、標準入力法と同様に、各室の建物用途、室用途、床面積等及び導入

される設備の仕様を入力する。

　・「非主要室」については、その室の建物用途と床面積のみを入力し、室用途には「非主要室」

と入力する。設備の仕様については入力する必要はない。なお、「非主要室」の床面積は、

複数の非主要室の面積を合計して入力しても問題はないが（複数の「非主要室」を纏めた

ものを「非主要室区画」とする。）、審査者による図面との照合作業の負荷軽減のためにも、

少なくともフロア単位では区画を分けて入力することを推奨する。
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図 1.2-1　一次エネルギー消費量算定用 WEB プログラムにおける主要室入力法の作業の流れ
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（3）．主要室選定条件

　次の a）〜 c）の 3 つの条件のいずれかに当てはまる室は必ず「主要室」とする。ただし、

各設備の主要室の合計床面積は各設備の計算対象室の合計床面積のおおよそ過半であることが

求められる。

a）室用途の条件

　・「表 1.2-1 建物用途別・設備別の主要室定義表：事務所等」〜「表 1.2-8 建物用途別・設

備別の主要室定義表：工場等」で「主要室（●）」と定義されている用途の室は「主要室」

とする。

b）床面積の条件

　・床面積が 100㎡以上の室は「主要室」とする。

c）設備系統の条件

　・条件 a）、b）に該当して「主要室」と判断された室と同一の設備系統（空調系統、換気系統、

照明区画、給湯系統）に属する室は「主要室」とする（図 1.2-2 を参照）。

　なお、主要室とする条件 a）〜 c）のいずれかに当てはまる室であっても、計算対象とする

設備がない室は計算に含める必要はない。例えば、事務所等の会議室は a）の条件により「主

要室」となるが、評価対象建物の会議室に空調設備が設置されない場合は、計算の対象とはな

らない。

図 1.2-2　空気調和設備の場合の同一の設備系統の例

（1F 右側の灰色部分は、他の「主要室」と同じ熱源系統 PAC に属しているので「主要室」）
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表 1.2-1　建物用途別・設備別の主要室定義表：事務所等

　　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　　※●は必ず主要室とする室用途
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表 1.2-2　建物用途別・設備別の主要室定義表：ホテル等

　　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　　※●は必ず主要室とする室用途
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表 1.2-3　建物用途別・設備別の主要室定義表：病院等

　　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　　※●は必ず主要室とする室用途
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表 1.2-4　建物用途別・設備別の主要室定義表：物販店舗等

　　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　　※●は必ず主要室とする室用途
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表 1.2-5　建物用途別・設備別の主要室定義表：学校等

　　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　　※●は必ず主要室とする室用途
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表 1.2-6　建物用途別・設備別の主要室定義表：飲食店等

　　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　　※●は必ず主要室とする室用途
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表 1.2-7　建物用途別・設備別の主要室定義表：集会所等

　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　※●は必ず主要室とする室用途
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表 1.2-7　建物用途別・設備別の主要室定義表：集会所等（続き）

　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　※●は必ず主要室とする室用途

表 1.2-8　建物用途別・設備別の主要室定義表：工場等

　　　　※●○は各設備の計算対象室用途

　　　　※●は必ず主要室とする室用途
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1.3．主要室入力法による一次エネルギー消費量算定ロジックの概要

　主要室入力法を適用した場合の一次エネルギー消費量算定ロジックの概要を示す。

（1）設計一次エネルギー消費量

　主要室入力法を適用した場合の設計一次エネルギー消費量は次式により算出する。

　　　設計一次エネルギー消費量　=　

　　　　　主要室の設計一次エネルギー消費量　+　非主要室の設計一次エネルギー消費量

　「主要室の設計一次エネルギー消費量」は、標準入力法によって算出される設計一次エネルギ

ー消費量と同じである。一方、「非主要室の設計一次エネルギー消費量」は次式により算出する。

　　　非主要室の設計一次エネルギー消費量　=

非主要室の基準一次エネルギー消費量原単位　×　非主要室床面積　×　割増係数

　「非主要室の基準一次エネルギー消費量原単位」は、各設備について建物用途毎に非主要室の

室用途を表 1.3-1 のように想定し、この室用途の基準一次エネルギー消費量原単位（平成 25

年基準の告示の別表第 3 に掲げられた数値）を用いる。「割増係数」は表 1.3-1 に示すとおり

であり、非主要室に導入される設備（非主要室想定設備）の仕様は、平成 25 年基準の基準一

次エネルギー消費量を算出する際に想定した仕様（基準設定仕様）よりも、この割増係数の分

だけ悪いものとなる。つまり、空気調和設備、機械換気設備、照明設備については基準設定仕

様よりも 30% 性能が劣る機器が導入されると想定している。なお、給湯設備については他の

設備よりも割増係数が大きいが、これは、基準設定仕様は中央式熱源のボイラーを、非主要室

想定設備の仕様は電気温水器を想定しているためである。

（2）基準一次エネルギー消費量

　主要室入力法を適用した場合の基準一次エネルギー消費量は次式により算出する。

　　　基準一次エネルギー消費量　=　

　　　　　主要室の基準一次エネルギー消費量　+　非主要室の基準一次エネルギー消費量

　「主要室の基準一次エネルギー消費量」は、標準入力法によって算出される基準一次エネルギ

ー消費量と同じである。一方、「非主要室の基準一次エネルギー消費量」は次式により算出する。

　　　非主要室の基準一次エネルギー消費量　=

非主要室の基準一次エネルギー消費量原単位　×　非主要室床面積



14

表 1.3-1　設計一次エネルギー消費量算出時に想定する室用途と割増係数
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　本章では具体的な建築物を対象として、独立行政法人建築研究所による一次エネルギー消費

量算定用 WEB プログラムの入力シートを主要室入力法により作成した事例を示す。なお、各

シートの詳細情報及び標準入力法の詳細については、「建築研究資料 No.149」† を参照すること。

本章では、主要室入力法による入力が可能な空気調和設備、機械換気設備、照明設備、給湯設

備の入力シート作成事例を示し、昇降機とエネルギー利用効率化設備については解説を省略す

る。

2.1．事務所 1 への適用事例

2.1.1．事務所 1 の概要

　事務所 1 の建物概要を表 2.1-1 に、設備概要を表 2.1-2 に示す。また、建築意匠図（平面図、

断面図）を図面 – 意 –1 〜図面 – 意 –3 に示す。

表 2.1-1　建物の概要
用途 事務所（テナントビル）
場所 6 地域
構造 鉄骨鉄筋コンクリート造
階数 7
建築面積 1472.6㎡
延床面積 10358.26㎡

表 2.1-2　設備の概要

空調設備
中央熱源方式：直焚吸収冷温水機（都市ガス）、FCU
ビル用マルチエアコン：室内機

換気設備 各階排気送風機
照明設備 天井直付反射笠付
給湯設備 電気ヒーター式給湯機

2．主要室入力法による入力シート作成事例

†　国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所「国土技術政策総合研究資料 No. 762　建築研
究資料 No. 149　平成 25 年省エネルギー基準（平成 25 年 1 月公布）等 関係技術資料　– 一次エネルギー消費
量算定プログラム解説（非住宅建築物編）−」
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図面−意− 1　意匠図　1 階平面図【事務所】
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図面−意− 2　意匠図　2 〜 7 階平面図【事務所】
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図面−意− 3　意匠図　塔屋階平面図【事務所】
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2.1.2．事務所 1 の主要室の選定

　主要室の選定は、設備毎に行う。各設備について、この事例での主要室の選定手順を示す。

（1）．空調設備における主要室の選定

　主要室選定条件に基づき、各室を主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要

室の選定を行った。

1）計算対象建物の空調計算対象室を明らかにする。

　・事務所 1 の空調計算対象室を図 2.1-1 に示すとおり明らかにした。

2）空調計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「表 1.2-1 建物用途・設備別の主要室定義表：事務所等」にて空気調和設備に「●」が記

入されている室用途の室を主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）で主要室とした室以外で床面積が 100㎡以上の空調計算対象室は「1

階ロビー」（114.12㎡）であり、これを主要室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　各階の「EV ホール」は、各階の「事務室」と同一の空調系統であるため主要室とした。

3）主要室の合計床面積が、空調計算対象室の合計床面積の 50% 以上であることを確認する。

　・2）で選定した主要室の合計床面積（7509.36㎡）は、空調計算対象室の合計床面積

（7606.86㎡）の約 98.7% を占めており、過半の床面積を主要室としていることを確認

した。

4）主要室以外の空調計算対象室を非主要室とする。

　・空調計算対象室を主要室と非主要室に分類した結果を図 2.1-2 に示す。
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図 2.1-1　空調設備の計算対象室（1 階、2 〜 7 階）

図 2.1-2　空調設備対象室の主要室と非主要室（1 階、2 〜 7 階）
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（2）．換気設備における主要室の選定

　主要室選定条件に基づき、各室を主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要

室の選定を行った。

1）計算対象建物の換気計算対象室を明らかにする。

　・事務所 1 の換気計算対象室を図 2.1-3 に示すとおり明らかにした。

2）換気計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「表 1.2-1 建物用途・設備別の主要室定義表：事務所等」にて機械換気設備に「●」が記

入されている室用途の室を主要室とした。事務所 1 では「1 階 機械室」、「1 階 電気室」、「R

階 EV 機械室」が該当し、これらの室は主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）により主要室とした室以外で床面積が 100㎡以上の換気計算対象室は

存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　事務所 1 では、換気のための送風機は室ごとに設置されており、複数の室が同一換気系統

に属することはなく、設備系統の条件により主要室とする室は存在しなかった。

3）主要室の合計床面積が、換気計算対象室の合計床面積の 50% 以上であることを確認する。

　・2）で選定した主要室の合計床面積は、換気計算対象室の合計床面積の 50% 未満であった。

そこで、各階の「便所 1」と「便所 2」も主要室に含めることとした。その結果、換気設

備の主要室の合計床面積（1052.14 ㎡）は、換気計算対象室の合計床面積（1171.50㎡）

の約 89.8% となり、過半の床面積を主要室としていることを確認した。

4）主要室以外の換気計算対象室を非主要室とする。

　・換気計算対象室を主要室と非主要室に分類した結果を図 2.1-4 に示す。
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図 2.1-3　換気設備の計算対象室（1 階、2 〜 7 階）

図 2.1-4　換気設備対象室の主要室と非主要室（1 階、2 〜 7 階）
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（3）．照明設備における主要室の選定と非主要室区画の定義

　主要室選定条件に基づき、各室を主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要

室の選定を行った。

1）計算対象建物の照明計算対象室を明らかにする。

　・事務所 1 の照明計算対象室を図 2.1-5 に示すとおり明らかにした。

2）照明計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「図 1.2-1 建物用途・設備別の主要室定義表：事務所等」にて照明設備に「●」が記入さ

れている室用途の室を主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）で主要室とした以外の室以外で床面積が 100㎡以上の照明計算対象室

は、「1 階ロビー」、「1 階 機械室 1」、「1 階 廊下」、「2 階〜 7 階の廊下」であり、これら

を主要室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　主要室選定条件 a）及び b）で主要室とした室と同一区画に属する照明計算対象室はなく、

設備系統の条件により主要室とする室は存在しなかった。

3）主要室の合計床面積が、照明計算対象室合計床面積の 50% 以上であることを確認する。

　・2）で選定した主要室の合計床面積（8317.62㎡）は、照明計算対象室の合計床面積

（10104.52㎡）の約 82.3% を占めており、過半の床面積を主要室としていることを確

認した。

4）主要室以外の照明計算対象室を非主要室とする。

　・照明計算対象室を主要室と非主要室に分類した結果を図 2.1-6 に示す。
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図 2.1-5　照明設備の計算対象室（1 階、2 〜 7 階）

図 2.1-6　照明設備の計算対象室の主要室と非主要室（1 階、2 〜 7 階）
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（4）．給湯設備における主要室の選定

　主要室選定条件に基づき、各室を主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要

室の選定を行った。

1）計算対象建物の給湯計算対象室を明らかにする。

　・事務所 1 の給湯計算対象室を図 2.1-7 に示すとおり明らかにした。

2）給湯計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「表 1.2-1　建物用途別・設備別の主要室定義表：事務所等」にて給湯設備に「●」が記入

されている室用途の室を主要室とした。事務所 1 では、各階の「休憩室」が該当し、これ

らの室は主要室とした。なお、「更衣室 1・2」の室用途は「更衣室又は倉庫」であり、表

1.2-1 より主要室としなければいけないが、この事例の「更衣室 1・2」にはシャワー等

の給湯設備がないため、計算対象外である。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）で主要室とした室以外で床面積が 100㎡以上である給湯対象室は、1

階の「事務室 1」と「事務室 2」、2 〜 7 階の「事務室 1」と「事務室 2」であり、これ

らを主要室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　主要室選定条件 a）及び b）で主要室とした室にはそれぞれの室に給湯器が設置されており、

複数の室が同一給湯系統に属することはなく、設備系統の条件により主要室とする室は存

在しなかった。

3）主要室の合計床面積が、給湯計算対象室の合計床面積の 50% 以上であることを確認する。

　・2）で選定した主要室の合計床面積（7183.5㎡）は、給湯計算対象室の合計床面積

（7251.75㎡）の約 99.0% を占めており、過半の床面積を主要室としていることを確認

した。

4）主要室以外の給湯計算対象室を非主要室とする。

　・給湯計算対象室を主要室と非主要室に分類した結果を図 2.1-8 に示す。
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図 2.1-7　給湯設備の計算対象室（1 階、2 〜 7 階）

図 2.1-8　給湯設備対象室の主要室と非主要室（1 階、2 〜 7 階）
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2.1.3．事務所 1 の共通条件の入力シート

　「様式 0.『基本情報入力シート』」の入力例を図 2.1-9 に示す。主要室入力法の場合も標準入

力法と同様に入力する。

様式 0. 基本情報入力シート

図 2.1-9　「様式 0. 『基本情報入力シート』」の入力例
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　標準入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例を図 2.1-10 に示す。

　　　　様式 1. （共通条件）室仕様入力シート

図 2.1-10　標準入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例

（1 〜 2、RF 階抜粋）
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　主要室入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例を図 2.1-11 に示す。

　　　　様式 1. （共通条件）室仕様入力シート

（■：主要室、△：非主要室区画）　

図 2.1-11　主要室入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例

（1 〜 2 階の抜粋）

■解説（各項目の前にある丸数字は図 2.1-11「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』の入

力例」の最上部にある丸文字と対応している）

①：階・室名

　・主要室：平面図に記載されている室名称と階を文字列で入力した。

　・非主要室区画：階ごと、設備ごとに複数の非主要室を「非主要室区画」としてまとめて記

入する。例えば、1 階の空調設備の非主要室区画の場合、「1F」、「非主要室区画 _ 空調」

のように階と室名を入力した。

　　◇この例では複数の非主要室を纏めて 1 つの非主要室区画として入力しているが、室毎に

入力をしても問題はない。

　　◇非主要室区画に含まれる室は、階ごと、設備ごとに異なっていても問題はない。
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　　◇プログラムの仕様上、非主要室区画は設備毎に定義することにした。従って、ある室が

空調設備の非主要室区画にも照明設備の非主要室区画にも入ることがあり、この場合は

面積のダブルカウントが生じることになるが、プログラムでは適切な処理をしており一

次エネルギー消費量の計算結果には影響を与えないため問題はない。

②：建物用途・室用途

　・主要室：建物用途と室用途を選択し入力した。

　・非主要室区画：建物用途については、該当する建物用途を選択して入力する。室用途はど

の設備の場合も「非主要室」と入力した。

③：室面積

　・主要室：各階平面図から求めた床面積を、小数第 3 位を四捨五入し第 2 位まで入力した。

　・非主要室区画：各区画に属する非主要室の合計床面積を入力した。

④：階高

　・主要室：標準入力法と同様に各室の階高を図面より読み取り入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

⑤：天井高

　・主要室：標準入力法と同様に、各室の天井高を図面より読み取り入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

⑥：計算対象室

　・主要室：空調、換気、照明、給湯エネルギー消費量計算の対象となる室について、「■」を

入力した。

　・非主要室区画：空調、換気、照明、給湯エネルギー消費量計算の対象となる室について、「△」

を入力した。

　　◇入力する記号は「△」ではなくても問題はないが、室の欄に非主要室区画であることが

容易に判別できるように、「■」とは異なる記号を入力することを推奨する。

⑦：備考

　・非主要室区画の備考欄には、非主要室区画に属する室の図面上の名称等を記すことを推奨

する。なお、欄に納まらない場合は、室名リスト等を作成して添付することにし、その資

料番号（名称）を記載する。
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2.1.4．事務所 1 の空調設備の入力シート

（1）．様式 2-1.（空調）空調ゾーン入力シート

　標準入力法による「様式 2-1.（空調）『空調ゾーン入力シート』」の入力例を図 2.1-12 に、

主要室入力法による入力例を図 2.1-13 に示す。非主要室区画については、階ごとに「非主要

室区画 _ 空調」と室名を記入し、①の項目を「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」より

転記する。その他は入力する必要はない。

　　様式 2-1. （空調）空調ゾーン入力シート

図 2.1-12　標準入力法による「様式 2-1.（空調）『空調ゾーン入力シート』」の入力例

（1 〜 2 階の抜粋）

　　様式 2-1. （空調）空調ゾーン入力シート

図 2.1-13　主要室入力法による「様式 2-1.（空調）『空調ゾーン入力シート』」の入力例

（1 〜 2 階の抜粋）
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■解説（各項目の前にある丸数字は図 2.1-13「主要室入力法による様式 2-1.（空調）『空調ゾ

ーン入力シート』の入力例（1 〜 2 階の抜粋）」の最上部にある丸文字と対応している）

①：階、室名、建物用途、室用途、室面積、階高、天井高

　・主要室：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において空調計算対象の主要室とし

た室の名称等を転記した。

　・非主要室区画：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において空調計算対象の非主

要室とした室の名称等を転記した。

②：空調ゾーン・階、空調ゾーン名

　・主要室：標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。 

③：空調機群名称・室負荷処理、外気負荷処理

　・主要室：標準入力法と同様に入力した。 

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。
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（2）．様式 2-2.（空調）外壁構成入力シート

　標準入力法と主要室入力法による「様式 2-2.（空調）『外壁構成入力シート』」の入力例を図

2.1-14 に示す。このシートは、主要室入力法の場合も、標準入力法と同様に入力するので解

説は省略する。

様式 2-2. （空調）外壁構成入力シート

図 2.1-14　「様式 2-2.（空調）『外壁構成入力シート』」の入力例
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（3）．様式 2-3.（空調）窓仕様入力シート

　標準入力法と主要室入力法による「様式 2-3.（空調）『窓仕様入力シート』」の入力例を図

2.1-15 に示す。このシートは、主要室入力法の場合も、標準入力法と同様に入力するので解

説は省略する。

様式 2-3. （空調）窓仕様入力シート

図 2.1-15　「様式 2-3.（空調）『窓仕様入力シート』」の入力例

（4）．様式 2-4.（空調）外皮仕様入力シート

　標準入力法による「様式 2-4.（空調）『外皮仕様入力シート』」の入力例を図 2.1-16 に、主

要室入力法による入力例を図 2.1-17 に示す。

　主要室入力法の場合は、当シートに入力するのは主要室に係る外皮のみで、非主要室区画に

係る外皮は入力する必要はない。本例の場合は、標準入力法では入力を行う「1 階 中央監視室・

警備室」、「1 階 更衣室 1」「1 階 更衣室 2」、「1 階 休憩室」は非主要室区画であるため、主要

室入力法では入力をする必要はない。
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様式 2-4. （空調）外皮仕様入力シート

図 2.1-16　標準入力法による「様式 2-4.（空調）『外皮仕様入力シート』」の入力例

様式 2-4. （空調）外皮仕様入力シート

図 2.1-17　主要室入力法による「様式 2-4.（空調）『外皮仕様入力シート』」の入力例
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（5）．様式 2-5.（空調）熱源入力シート

　標準入力法による「様式 2-5.（空調）『熱源入力シート』」の入力例を図 2.1-18 に、主要室

入力法による入力例を図 2.1-19 に示す。

　主要室入力法の場合、主要室に係る熱源群については標準入力法と同様に入力するが、非主

要室区画の熱源群「EHP1-10」〜「EHP1-40」は入力する必要はない。

様式 2-5. （空調）熱源入力シート

図 2.1-18　標準入力法による「様式 2-5.（空調）『熱源入力シート』」の入力例
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様式 2-5. （空調）熱源入力シート

図 2.1-19　主要室入力法による「様式 2-5.（空調）『熱源入力シート』」の入力例

（6）．様式 2-6.（空調）二次ポンプ入力シート

　「様式 2-6.（空調）『二次ポンプ入力シート』」の入力例を図 2.1-21 に示す。この事例の事

務所では、主要室の熱源機に二次ポンプ群が接続されているので、主要室入力法による「様式

2-6.（空調）『二次ポンプ入力シート』」も標準入力法の場合と同じである。

様式 2-6. （空調）二次ポンプ入力シート

図 2.1-20　「様式 2-6.（空調）『二次ポンプ入力シート』」の入力例
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（7）．様式 2-7.（空調）空調機入力シート

　標準入力法による「様式 2-7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例を図 2.1-21 に示す。

図 2.1-21　標準入力法による「様式 2-7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例
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　主要室入力法による「様式 2-7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例を図 2.1-22 に示す。

主要室の空調機は標準入力法と同様に入力する。非空調室区画の空調機は入力する必要はない。

図 2.1-22　主要室入力法による「様式 2-7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例
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2.1.5．事務所 1 の換気設備の入力シート

（1）．「様式 3-1.（換気）換気対象室入力シート」

　標準入力法による「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』」の入力例を図 2.1-23 に、

主要室入力法による「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』」の入力例を図 2.1-24 に示

す。非主要室区画については、階ごとに「非主要室区画 _ 換気」と室名を記入し、①の項目を「様

式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」より転記する。その他は入力する必要はない。

　　　様式 3-1. （換気）換気対象室入力シート

図 2.1-23　標準入力法による「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』」の入力例（1 〜 2 階の抜粋）

　　　様式 3-1. （換気）換気対象室入力シート

図 2.1-24　主要室入力法による「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』」の入力例（1 〜 2 階の抜粋）
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■解説（各項目の前にある丸数字は図 2.1-24「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』の

入力例」の最上部にある丸文字と対応している）

①：階、室名、建物用途、室用途、室面積

　・主要室：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において、換気計算対象の主要室と

した室の階、室名、建物用途、室用途、室面積を転記した。

　・非主要室区画：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において、換気計算対象の非

主要室とした室の階、室名、建物用途、室用途、室面積を転記した。

②：換気種類

　・主要室：標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

③：換気機器名称

　・主要室：標準入力法と同様に、図面から各室の換気系統を読み取り、「様式 3-2.（換気）『給

排気送風機入力シート』」の換気機器名称を転記した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。
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（2）．「様式 3-2.（換気）給排気送風機入力シート」

　標準入力法による「様式 3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』」の入力例を図 2.1-25 に、

主要室入力法による「様式 3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』」の入力例を図 2.1-26 に

示す。主要室入力法では、主要室の給排気送風機は標準入力法と同様に入力し、非主要室区画

の給排気送風機については入力する必要はない。

　　　　　様式 3-2. （換気）給排気送風機入力シート

図 2.1-25　標準入力法による「様式 3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』」の入力例

（1 〜 2 階抜粋）

　　　　　様式 3-2. （換気）給排気送風機入力シート

図 2.1-26　主要室入力法による「様式 3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』」の入力例

（1 〜 2 階抜粋）
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2.1.6．事務所 1 の照明設備の入力シート

（1）．「様式 4.（照明）照明入力シート」

　標準入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例を図 2.1-27 に示す。

　　　　　　様式 4. （照明）照明入力シート

図 2.1-27　標準入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例（1 〜 2 階抜粋）
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　主要室入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例を図 2.1-28 に示す。主

要室について標準入力法と同様に入力する。非主要室区画については、階ごとに「非主要室区

画 _ 照明」と室名を記入し、①の項目を「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」より転記

する。その他は入力する必要はない。

　　様式 4. （照明）照明入力シート

図 2.1-28　主要室入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例（1 〜 2 階抜粋）

■解説（各項目の前にある丸数字は図 2.1-28「様式 4.（照明）『照明入力シート』の入力例」

の最上部にある丸文字と対応している）

①：階・室名・建物用途・室用途・室面積・階高・天井高

　・主要室：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において照明計算対象の主要室とし

た室の名称等を転記した。

　・非主要室区画：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において照明計算対象の非主

要室とした室の名称等を転記した。なお、階高、天井高は入力する必要はない。

②③：室の間口・室の奥行

　・主要室：標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

④：室指数

　・主要室：標準入力法と同様に入力した。この事例では、②③で間口と奥行を入力した室では、

空欄とした。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

⑤⑥：照明器具形式、機器名称

　・主要室：標準入力法と同様に、照明器具形式、機器名称を入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。
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⑦：定格消費電力

　・主要室：標準入力法と同様に、各照明器具の 1 台あたりの消費電力［W/ 台］を数値で入

力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

⑧：台数

　・主要室：標準入力法と同様に、各室の照明器具の台数を入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

⑨〜⑭：制御による補正

　・主要室：標準入力法と同様に、制御による補正をそれぞれ入力した。この事例では、すべ

て「無」と入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。
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2.1.7．事務所 1 の給湯設備の入力シート

（1）．「様式 5-1.（給湯）給湯対象室入力シート」

　標準入力法による「様式 5-1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例を図 2.1-29 に示す。

　　様式 5-1. （給湯）給湯対象室入力シート

図 2.1-29　標準入力法による「様式 5-1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例

（1 〜 2 階の抜粋）
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　主要室入力法による「様式 5-1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例を図 2.1-30 に

示す。非主要室区画については、階ごとに「非主要室区画 _ 給湯」と室名を記入し、①の項目

を「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」より転記する。その他は入力する必要はない。

　　様式 5-1. （給湯）給湯対象室入力シート

図 2.1-30　主要室入力法による「様式 5-1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例

（1 〜 2 階の抜粋）

■解説（各項目の前にある丸数字は図 2.1-30「様式 5-1.（給湯）『給湯対象室入力シート』の

入力例（1 〜 2 階の抜粋）」の最上部にある丸文字と対応している）

①：階・室名・建物用途・室用途・室面積

　・主要室：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において給湯計算対象の主要室とし

た室の名称等を転記した。

　・非主要室区画：「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」において給湯計算対象の非主

要室とした室の名称等を転記した。

②：給湯箇所（給湯栓設置箇所）

　・主要室：標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

③：節湯器具種類

　・主要室：標準入力法と同様に入力した。
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　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。

④：給湯機器名称

　・主要室：標準入力法と同様に、「様式 5-2.（給湯）『給湯機器入力シート』」で定義した給

湯機器名称を入力した。

　・非主要室区画：入力は不要であり、空欄とした。
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2）「様式 5-2.（給湯）給湯機器入力シート」

　図 2.1-31 標準入力法による「様式 5-2.（給湯）『給湯機器入力シート』」の入力例を図

2.1-31 に示す。また、主要室入力法による入力例を図 2.1-32 に示す。

　　様式 5-2. （給湯）給湯機器入力シート

図 2.1-31 　標準入力法による「様式 5-2.（給湯）『給湯機器入力シート』」の入力例
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　主要室入力法の場合、主要室の給湯機器については標準入力法と同様に入力する。非主要室

区画の給湯機器については入力する必要はない。なお、この事例の場合、図 2.1-31 に記載さ

れた給湯機器（局所式）は、EB1–11 以外はすべて主要室のためにも使われているため、主要

室入力法の場合の様式 5-2.（給湯）『給湯機器入力シート』は図 2.1-32 のようになる。

　　　　様式 5-2. （給湯）給湯機器入力シート

図 2.1-32　主要室入力法による「様式 5-2.（給湯）『給湯機器入力シート』」の入力例
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2.2．事務所 2 への適用事例

2.2.1．事務所 2 の概要

　本節では、「建築研究資料 No.149」† の「第 3 編　設備仕様入力シートの作成事例」で用い

られている事務所建物（これを「事務所 2」とする。）を対象に、主要室入力法を適用して一次

エネルギー消費量を算定した事例を示す。

　事務所 2 の建物概要を表 2.2-1 に、設備概要を表 2.2-2 に示す。建物の平面図・立面図等

については、前述の「建築研究資料 No.149」の「第 3 編　設備仕様入力シートの作成事例」

を参照のこと。

表 2.2-1　建物の概要（事務所 2）
用途 事務所（本社社屋）
場所 東京都千代田区（6 地域）
構造 鉄骨鉄筋コンクリート造
敷地面積 5,000㎡
階数 地下 1 階、地上 9 階、塔屋 1 階
建築面積 1,500㎡
延床面積 10,000㎡

各階の主要室

9 階　食堂・厨房
2 階〜 8 階　事務室
1 階　事務室、エントランスホール
地階　機械室、中央監視室

表 2.2-2　設備の概要（事務所 2）

空調設備
・中央熱源方式：空冷ヒートポンプユニット
・個別分散方式：ビル用マルチエアコン（電気式）

換気設備
・給気送風機
・排気送風機

照明設備
・初期照度補正制御
・昼光連動調光制御（自然採光有、ブライド自動制御無）
・タイムスケジュール制御

給湯設備
・ヒートポンプ式給湯機
・電気温水器

†　国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所「国土技術政策総合研究資料 No. 762　建築研
究資料 No. 149　平成 25 年省エネルギー基準（平成 25 年 1 月公布）等 関係技術資料　– 一次エネルギー消費
量算定プログラム解説（非住宅建築物編）−」
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2.2.2．事務所 2 の主要室の選定

　主要室の選定は、設備毎に行う。各設備について、この事例での主要室の選定手順を示す。

（1）．空気調和設備における主要室の選定

　主要室選定条件に基づき、主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要室の選

定を行った。

1）計算対象建物の空調計算対象室を明らかにする。

2）空調計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　　基準階（5 階）、地下 1 階、1 階のそれぞれについて主要室を次のように選定した。

■基準階（5 階）

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　室用途が「事務室」である室を主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）で主要室とした室以外で床面積が 100㎡以上の空調計算対象室は存在

しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「5F EV ホール（室用途は「廊下」）」は空調計算対象室であり、「図面 - 空 -5　空調設備　

機器リスト（4）」、「図面 - 空 -16　空調設備　配管系統図」より事務室系統と同一の空調

系統であるため、主要室とした。

■地下 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　地下 1 階の空調計算対象室は「中央監視室」、「清掃員控室（室用途は「更衣室又は倉庫」）」、

「書庫（室用途は「更衣室又は倉庫」）」「更衣室（室用途は「更衣室又は倉庫」）」であるが、

いずれの室も当該条件に該当しなかった。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「中央監視室」、「清掃員控室」、「書庫」、「更衣室」の床面積は「図面 - 意 -1　意匠図　地下

1 階平面図」よりそれぞれ 85.0㎡、22.4㎡、21.1㎡、12.00㎡であり、100㎡未満で

あるため当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「清掃員控室」、「更衣室」は、「図面 - 空 -5　空調設備　機器リスト（4）」、「図面 - 空 -16

　空調設備　配管系統図」より、主要室である基準階事務室と同一の空調系統であるため、

主要室とした。
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■ 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　基準階（5 階）と同様に、室用途が「事務室」である室を主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「エントランスホール（室用途は「ロビー」）」の床面積は、「図面 - 意 -2　意匠図　地下 1

階平面図」より 201.6㎡であり、100㎡以上であることから主要室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「1F EV ホール（室用途は「廊下」）」は、「図面 - 空 -5　空調設備　機器リスト（4）」、「図

面 - 空 -16　空調設備　配管系統図」より主要室である事務室と同一の空調系統であるため、

主要室とした。

3）主要室の合計床面積が、空調計算対象室の合計床面積の 50% 以上であることを確認する。

　　主要室の建物全体の合計床面積（6077.0）㎡は、空調計算対象室の建物全体の合計床面

積（6183.1㎡）の約 98% を占めており、過半の床面積を主要室としていることを確認

した。

4）主要室以外の空調計算対象室を非主要室とする。

■基準階（5 階）

　・基準階の空調計算対象室はすべて主要室としたため、非主要室は存在しなかった。

■地下 1 階

　・「中央監視室」、「書庫（室用途は「更衣室又は倉庫」）」は空調計算対象室であるが、「図面 -

意 -1　意匠図　地下 1 階平面図」より求めた床面積が 100㎡未満であること、「図面 - 空

-4　空調設備　機器リスト（3）」、「図面 - 空 -16　空調設備　配管系統図」よりパッケー

ジ型空調機で室負荷と外気負荷を処理しており事務室等の空調系統とは同一空調系統でな

いことから非主要室とし、両室をまとめて「非主要室区画 _ 空調」とした。

■ 1 階

　・1 階の空調計算対象室すべて主要室としたため、非主要室は存在しなかった。
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（2）．機械換気設備における主要室の選定

　主要室選定条件に基づき、主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要室の選

定を行った。

1）計算対象建物の換気計算対象室を明らかにする。

2）換気計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　　 基準階（5 階）、地下 1 階、1 階、9 階、塔屋階のそれぞれについて主要室を次のように選

定した。

■基準階（5 階）

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　基準階の換気計算対象室は「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯沸コーナー」、「倉

庫」であるが、当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 意 -4　意匠図　3 〜 8 階平面図」より、「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯

沸コーナー」、「倉庫」の床面積を算出した結果、当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯沸コーナー」、「倉庫」の排気は、「図面 - 空

-9　空調設備　ダクト系統図」より個別の送風機で行われる。当該条件に該当する室は存

在しなかった。

■地下 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「電気室」、「MDF 室（室用途は「電気室」）」、「機械室」、「受水槽室（室用途は「機械室」）」、

「消火ポンプ室（室用途は「機械室」）」は、当該条件に該当するため主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）に該当しない換気計算対象室「倉庫 1」〜「倉庫 3」、「便所」、「シャ

ワー室（室用途は「湯沸室等」）」、「湯沸コーナー（室用途は「湯沸室等」）」について、「図

面 - 意 -1　意匠図　地下 1 階平面図」より床面積を算出した結果、当該条件に該当する室

は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　主要室選定条件 a）、b）に該当しない換気計算対象室「倉庫 1」〜「倉庫 3」、「便所」、「シ

ャワー室」、「湯沸コーナー」の排気は、「図面 - 空 -9　空調設備　ダクト系統図」より個別

の送風機により行われる。当該条件に該当する室は存在しなかった。
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■ 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　1 階の換気計算対象室は「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯沸コーナー」、「倉庫」

であるが、当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 意 -2　意匠図　1 階平面図」より、「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯

沸コーナー」、「倉庫」の床面積を算出した結果、当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯沸コーナー」、「倉庫」の排気は、「「図面 - 空

-9　空調設備　ダクト系統図」より個別の送風機で行われる。当該条件に該当する室は存

在しなかった。

■ 9 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「厨房」は当該条件に該当するため主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）に該当する室以外の換気計算対象室は「男子便所」「女子便所」「多目

的便所」「湯沸コーナー」「倉庫」であるが、「図面 - 意 -5　意匠図　9 階平面図」よりそれ

ぞれの室の床面積を算出した結果、当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「図面 - 空 -14　空調設備　9 階ダクト平面図」より、主要室選定条件 a）、b）の条件によ

り主要室とした室と同一換気設備系統の室は存在しなかった。

■塔屋階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「EV 機械室（室用途は「電気室」）」、「非常用 EV 機械室（室用途は「電気室」）」は、当該

条件に該当するため主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）に該当する室以外で、当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「図面 - 空 -15　空調設備　塔屋階ダクト平面図」より、主要室選定条件 a）、b）により主

要室とした室と同一換気設備系統の室は存在しなかった。

3）主要室の合計床面積が、換気計算対象室の合計床面積の 50% 以上であることを確認する。

　　 選定した主要室の建物全体の合計床面積（583㎡）は、建物全体の換気計算対象室の合計

床面積（1127.7㎡）の約 51.7% であり、おおよそ過半の条件を満たしていることを確

認した。



57

4）主要室以外の換気計算対象室を非主要室とする。

■基準階（5 階）

　・「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯沸コーナー」、「倉庫」は主要室選定条件に該

当しない。各階においてこれらの室をまとめて「非主要室区画 _ 換気」とした。

■地下 1 階

　・換気計算対象室である「倉庫 1」〜「倉庫 3」、「便所」、「シャワー室」、「湯沸コーナー」

は主要室選定条件に該当しない。これらの室をまとめて「非主要室区画 _ 換気」とした。

■ 1 階

　・換気対象計算室である「男子便所」、「女子便所」「多目的便所」、「湯沸コーナー」、「倉庫」

は主要室選定条件に該当しない。各階においてこれらの室をまとめて「非主要室区画 _ 換気」

とした。

■ 9 階

　・換気対象計算室である「男子便所」、「女子便所」、「多目的便所」、「湯沸コーナー」、「倉庫」は、

主要室選定条件に該当しない。各階においてこれらの室をまとめて「非主要室区画 _ 換気」

とした。

■塔屋階

　・塔屋階の換気計算対象室はすべて主要室としたため、非主要室は存在しなかった。
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（3）．照明設備における主要室の選定

　主要室選定条件に基づき、主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要室の選

定を行った。

1）計算対象建物の照明計算対象室を明らかにする。

2）照明設備の計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　　基準階（5 階）、地下 1 階、1 階、9 階のそれぞれについて主要室を選定した。

■基準階（5 階）

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　室用途が「事務室」である室を主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 照 -5　電気設備　3 〜 8 階照明設備平面図」より、主要室選定条件 a）で主要室

とした室以外で当該条件に該当する照明計算対象室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「図面 - 照 -5　電気設備　3 〜 8 階照明設備平面図」より、主要室選定条件 a）で主要室

とした室と同一系統となる照明計算対象室は存在しなかった。

■地下 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「図面 - 照 -2　電気設備　地下 1 階照明設備平面図」より、当該条件に該当する室は存在

しなかった。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 照 -2　電気設備　地下 1 階照明設備平面図」より、「機械室」の床面積は約 196

㎡と当該条件に該当するため、「機械室」を主要室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「図面 - 照 -2　電気設備　地下 1 階照明設備平面図」より、主要室選定条件 a）、b）に該

当した室と同一系統の室は存在しなかった。

■ 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「図面 - 照 -3　電気設備　1 階照明設備平面図」より、室用途が「事務室」である室を主要

室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 照 -3　電気設備　1 階照明設備平面図」より、「エントランスホール」の床面積は

201㎡であり、「エントランスホール」は主要室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：
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　　「図面 - 照 -3　電気設備　1 階照明設備平面図」より、主要室選定条件 a）、b）に該当した

室と同一系統の室は存在しなかった。

■ 9 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「図面 - 照 -6　電気設備　9 階照明設備平面図」より、当該条件に該当する室は存在しなか

った。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 照 -6　電気設備　9 階照明設備平面図」より、「9F 食堂（室用途は「社員食堂」）」、

「厨房」の床面積は、それぞれ 520.4㎡、102.6㎡であり、当該条件に該当するため主要

室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「図面 - 照 -6　電気設備　9 階照明設備平面図」より、主要室選定条件 a）、b）に該当した

室と同一系統の室は存在しなかった。

3）主要室の合計床面積が、照明計算対象室の合計床面積の 50% 以上であることを確認する

　　 選定した主要室の建物全体の合計床面積（6004.4㎡）は、建物全体の照明計算対象室の

合計床面積（9466.1㎡）の約 63% であり、おおよそ過半の条件を満たしていることを

確認した。

4）主要室以外の照明計算対象室を非主要室とする。

■基準階（5 階）

　・「図面 - 照 -5　電気設備　3 〜 8 階照明設備平面図」より、主要室選定条件 a）〜 c）に該

当しない照明計算対象室を、階毎にまとめて「非主要室 _ 照明」とした。

■地下 1 階

　・主要室選定条件 a）〜 c）に該当しない照明計算対象室をまとめて「非主要室区画 _ 照明」

とした。

■ 1 階

　・主要室選定条件 a）〜 c）に該当しない照明計算対象室をまとめて「非主要室区画 _ 照明」

とした。

■ 9 階

　・主要室選定条件 a）〜 c）に該当しない照明計算対象室をまとめて「非主要室区画 _ 照明」

とした。
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（4）．給湯設備における主要室の選定

　主要室選定条件に基づき、主要室と非主要室に分類した。具体的には次の手順で主要室の選

定を行った。

1）計算対象建物の給湯計算対象室を明らかにする。

2）給湯計算対象室のうち、主要室選定条件 a）〜 c）に該当する室を主要室とする。

　　基準階（5 階）、地下 1 階、1 階、9 階のそれぞれについて主要室を次のように選定した。

■基準階（5 階）

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　給湯計算対象室で主要室とする室用途は「喫茶室」、「社員食堂」、「更衣室又は倉庫」である。

基準階でこれらの室用途に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 衛 -2　衛生設備　配管系統図」、「図面 - 衛 -3　衛生設備　給湯配管系統図」及び「図

面 - 意 -4　意匠図　3 〜 8 階平面図」より、「5F 事務室 I-N」、「5F 事務室 I-S」、「5F 事

務所 P-N」、「5F 事務所 P-S」は当該条件に該当するため、主要室とした。なお、これら

主要室の在室者が使用する給湯栓の設置場所は、「図面 - 衛 -3　衛生設備　給湯配管系統図」

より、「男子便所」、「女子便所」、「湯沸室」である。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　主要室選定条件 a）、b）に該当した室と同一系統の室は存在しなかった。

■地下 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「図面 - 意 -1　意匠図　地下 1 階平面図」、「図面 - 衛 -1　衛生設備　機器リスト」より、

給湯計算対象室である「清掃員控室（室用途は「更衣室又は倉庫」）」は、当該条件に該当

するので主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　主要室選定条件 a）に該当する室以外の給湯計算対象室は「中央監視室」であるが、「中央

監視室」の床面積は「図面 - 意 -1　意匠図　地下 1 階平面図」より 85㎡となり、当該条

件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　主要室選定条件 a）で主要室とした「清掃員控室」の在室者が使用する給湯栓は、「中央監

視室」の在室者も使うものである。したがって、「中央監視室」も主要室とした。

■ 1 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　当該条件に該当する室はなかった。
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　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　「図面 - 意 -2　意匠図　1 階平面図」より、「5F 事務室 I-N」「5F 事務室 I-S」、「5F 事務

所 P-N」、「5F 事務所 P-S」「エントランスホール（室用途は「ロビー」）」は当該条件に該

当するため主要室とした。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「警備員室（室用途は「事務室」）」は給湯計算対象室であり、「警備員室」の在室者が使用

する給湯栓は、事務室の在室者が使用する給湯栓の設置場所「男子便所」、「女子便所」、「湯

沸コーナー」と同じであるため、「警備員室」は主要室とした。

■ 9 階

　・主要室選定条件 a）室用途の条件：

　　「9F 食堂（室用途は「更衣室又は倉庫」）」は、当該条件に該当するため主要室とした。

　・主要室選定条件 b）床面積の条件：

　　9 階の給湯計算対象室で、当該条件に該当する室は存在しなかった。

　・主要室選定条件 c）設備系統の条件：

　　「図面 - 意 -5　意匠図　9 階平面図」、「図面 - 衛 -1　衛生設備　機器リスト」〜「図面 - 衛

-4　衛生設備　厨房給湯配管詳細図・厨房機器表」より、主要室選定条件 a）、b）に該当

する室以外で、当該条件に該当する室は存在しなかった。

3）主要室の合計床面積が、給湯計算対象室の合計床面積の 50% 以上であることを確認する。

　　 選定した主要室の建物全体の合計床面積（5813.4㎡）は、建物全体の給湯計算対象室の

合計床面積（5813.4㎡）の 100% であり、おおよそ過半の条件を満たしていることを確

認した。

4）主要室以外の給湯計算対象室を非主要室とする。

　　事務所 2 については、全ての給湯計算対象室を主要室としたため、非主要室はなかった。
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2.2.3．事務所 2 の共通条件の入力シート

　主要室入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例を図 2.2-1 に示す。

　・主要室については、標準入力法と同様に、室面積や階高等を入力した。⑥の各設備計算対

象室であることを記す列には「■」を入力した。

　・非主要室については、いくつかの非主要室を階毎に 1 つの区画として纏め、「①室名」には「非

主要区画 _（設備名）」と入力した。「②建物用途」は当該建物の建物用途を入力し、「②室用途」

には「非主要室」と入力した。「③室面積」は非主要室区画の合計面積を入力する。「④階高」、

「⑤天井高」は、非主要室とした室の階高と天井高を入力する。⑥の各設備計算対象室であ

ることを記す列には、非主要区画であることを表す記号（この例では「△」とした）を入

力した。なお、入力する記号は「△」以外でも問題はないが、非主要室であることが容易

に判別できるように、主要室とは別の記号を入力することを推奨する。
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（■：主要室、△：非主要室区画）　　

図 2.2-1　主要室入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例
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（■：主要室、△：非主要室区画）　　

図 2.2-1　主要室入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例（続き）
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（■：主要室、△：非主要室区画）　　

図 2.2-1　主要室入力法による「様式 1.（共通条件）『室仕様入力シート』」の入力例（続き）
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2.2.4．事務所 2 の空調設備の入力シート

（1）．「様式 2–1.（空調）空調ゾーン入力シート」

　主要室入力法による「様式 2–1.（空調）『空調ゾーン入力シート』」の入力例を図 2.2-2 に示す。

　・主要室については、標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室については、「①階」〜「①天井高」までは図 2.2-1 の各階の「非主要室区画 _ 空調」

を転記し、「空調ゾーン　②階」〜「空調機群名称　④外気負荷処理」は空欄とした。
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図 2.2-2　主要室入力法による「様式 2–1.（空調）『空調ゾーン入力シート』」の入力例
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図 2.2-2　主要室入力法による「様式 2–1.（空調）『空調ゾーン入力シート』」の入力例（続き）

（2）．「様式 2–2.（空調）外皮構成シートシート」

　主要室入力法による「様式 2–2.（空調）『外皮構成シート』」は、標準入力法によるものと同

じである。入力例は省略する。

（3）．「様式 2–3.（空調）窓仕様入力シート」

　主要室入力法による「様式 2–3.（空調）『窓仕様入力シート』」は、標準入力法によるものと

同じである。入力例は省略する。

（4）．「様式 2–4.（空調）外皮仕様入力シート」

　主要室入力法による「様式 2–4.（空調）『外皮仕様入力シート』」を図 2.2-3 に示す。主要

室入力法の場合、本シートに入力するのは主要室に係る外皮のみで、非主要室区画に係る外皮

は入力する必要はない。事務所 2 の場合は、図 2.2-2「様式 2–1.（空調）『空調ゾーン入力シ

ート』」において主要室とした室に係る外皮仕様のみを入力し、非主要室である「B1F 中央監

視室」と「1F 警備員室」の外皮仕様は入力しなかった。
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図 2.2-3　主要室入力法による「様式 2–4.（空調）『外皮仕様入力シート』」の入力例
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図 2.2-3　主要室入力法による「様式 2–4.（空調）『外皮仕様入力シート』」の入力例（続き）
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（5）．「様式 2–5.（空調）熱源入力シート」

　主要室入力法による「様式 2–5.（空調）『熱源入力シート』」の入力例を図 2.2-4 に示す。

主要室入力法では、主要室に係る熱源群を標準入力法と同様に入力した。

図 2.2-4　主要室入力法による「様式 2–5.（空調）『熱源入力シート』」の入力例
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（6）．「様式 2–6.（空調）二次ポンプ入力シート」

　主要室入力法による「様式 2–6.（空調）『二次ポンプ入力シート』」の入力例を図 2.2-5 に示す。

事務所 2 では、主要室の熱源機に二次ポンプ群が接続されているため、標準入力法と同様に二

次ポンプ群の仕様を入力した。

図 2.2-5　主要室入力法による「様式 2–6.（空調）『二次ポンプ入力シート』」の入力例
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（7）．「様式 2–7.（空調）空調機入力シート」

　主要室入力法による「様式 2–7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例を図 2.2-6 に示す。

主要室の空調機については標準入力法と同様に入力し、非主要室区画については空調機の仕様

を入力する必要はない。



74

図 2.2-6　主要室入力法による「様式 2–7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例
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図 2.2-6　主要室入力法による「様式 2–7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例（続き）
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図 2.2-6　主要室入力法による「様式 2–7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例（続き）
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図 2.2-6　主要室入力法による「様式 2–7.（空調）『空調機入力シート』」の入力例（続き）
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2.2.5．事務所 2 の換気設備の入力シート

（1）．「様式 3–1.（換気）換気対象室入力シート」

　主要室入力法による「様式 3–1.（換気）『換気対象室入力シート』」の入力例を図 2.2-7 に示す。

　・主要室については、標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室については、「①階」〜「①室面積」は図 2.2-1「様式 1.（共通条件）『室仕様入

力シート』」の各階の「非主要室区画 _ 換気」を転記し、「②換気種類」〜「④換気機器名称」

は空欄とした。

図 2.2-7　主要室入力法による「様式 3–1.（換気）『換気対象室入力シート』」の入力例
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（2）．「様式 3–2.（換気）給排気送風機入力シート」

　主要室入力法による「様式 3–2.（換気）『給排気送風機入力シート』」の入力例を図 2.2-8

に示す。

　・図 2.2-7 に記した主要室の換気機器の仕様を標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室区画については、入力する必要はない。

図 2.2-8　主要室入力法による「様式 3–2.（換気）『給排気送風機入力シート』」の入力例

（3）．「様式 3–3.（換気）換気代替空調機入力シート」

　主要室入力法による「様式 3–3.（換気）『換気代替空調機入力シート』」は、標準入力法によ

るものと同様である。入力例は省略する。
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2.2.6．事務所 2 の照明設備の入力シート

　主要室入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例を図 2.2-9 に示す。

　・主要室については、標準入力法と同様に入力した。

　・非主要室については、「①階」〜「①天井高」は図 2.2-1 の各階の「非主要室区画 _ 照明」

を転記し、「室指数　②室の間口」〜「制御による補正　⑭照度調整調光制御」は空欄とした。
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図 2.2-9　主要室入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例
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図 2.2-9　主要室入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例（続き）
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図 2.2-9　主要室入力法による「様式 4.（照明）『照明入力シート』」の入力例（続き）
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2.2.7．事務所 2 の給湯設備の入力シート

（1）．「様式 5–1.（給湯）給湯対象室入力シート」

　主要室入力法による「様式 5–1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例を図 2.2-10 に

示す。事務所 2 の給湯設備については、すべての給湯計算対象室が主要室であるため、標準入

力法によるシートと同じである。
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図 2.2-10　主要室入力法による「様式 5–1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例



86

図 2.2-10　主要室入力法による「様式 5–1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例（続き）
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図 2.2-10　主要室入力法による「様式 5–1.（給湯）『給湯対象室入力シート』」の入力例（続き）
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（2）．様式 5–2.（給湯）給湯機器入力シート

　主要室入力法による「様式 5–2.（給湯）『給湯機器入力シート』」の入力例を図 2.2-11 に示

す。事務所 2 の給湯設備については、すべての給湯計算対象室が主要室であるため、標準入力

法によるシートと同じである。

図 2.2-11　主要室入力法による「様式 5–2.（給湯）『給湯機器入力シート』」の入力例








